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1 . 緒言

近年特 に単純 なプ ロ セ ス に よ り , 低温 で薄膜 を作製す る こ と の でき る ゾル ゲル 法が低 コ ス

トの 要 求 を満た すもの と して 期待され 注目 を集 めて い る ｡ しか し, そ こ で用 い られ る ゾル 溶

液は 高濃度にする とゲル 体とな る の で ゾル 溶液 の 長期保存に 工 夫が 必要 で ある ｡ また
一

般に

厚 い皮膜 を得るた め に は コ ー

テ ィ ン グと焼成 の 工 程 を繰り返す 必要が ある ｡ 溶液中 の ゾル は

架橋反応 を繰 り返 し, 薄膜化 した際に , 部分的凝集 を引き起 こ し, 不均
一

な密着性 の 悪 い 薄

膜と な っ て しまうなど, 改良す べ き諸問題 が 多く残 され て い る｡ 本研究で は , 従来 め ゾル ゲ

ル 法 をさらに発 展 させた , 新規な薄膜製造法 で あ る, ア ドバ ン ス ト ･ ゾル ゲ ル 法 を利用 し酸

化物超伝導体で ある Y B C O の 薄膜 の作製 を行 い , そ の 作製法 の確立 を目的とす る｡

2 . 実験進捗状況

Y C 1
3 ,
C u C 1 2

,
B a C1 2 または B a I 2 を用 い , 各 々 に トル エ ン と脱水ブタ ノ ー ル の 混合溶液を

加 え, 数十 時間から数百時間, 還流を行っ た｡ その 後, 加水分解反応 をさせ ,
それぞれ

,
Y
2
0
3 ,
B a O ,

C u O 前駆体溶液を作製した｡

前駆体溶液の 濃度測定, 成分分析に は波長分散型 蛍光 Ⅹ 線分析装置を, それぞれ の 結晶観

察には 光学顕微鏡を使用 した｡ また, 作製 した試料の 同定 の ため Ⅹ 線回折を行 っ た ｡

Y 2 0 3 前駆体溶液, C u O 前駆体溶液 の 室 内乾燥, 9 0 0 ℃ で
一

時間焼成の 結晶写真を Fig . 1 ,

F ig .2
,
Fig .3

,
Fig . 4 に示す｡ それぞれ針状結晶を形成 し, 焼成する こ とに よりそ の 針状結晶

が収縮 して い る こ とがわか る｡

次 に, 9 0 0 ℃ で焼成 した Y 2 0 3 の Ⅹ 線回折図 を Fig .5 に示す ｡ ほ とん どが Y 2 0 3 相で あ る回

折パ タ ー ン を観測 した ｡ 同様に 9 0 0 ℃ で焼成 した C u O の Ⅹ 繰回折図を Fig . 6 に示す｡ Y 2 0 3

同様, ほ とん どが C u O 相で あ る回折パ タ
ー ン を観測 した ｡

こ の こ とより Y 2 0 3 及 び C u O の 前駆体溶液は , ほ ぼ作製 され得る こ とを明確に した｡

しか し, B a O の 前駆 体溶液に 関 して は , 様 々 な実験条件 を試 して い る が ,
B a の 溶けにく

い と い う性質上 B a O 前駆体溶液や B a を含ん だ酸化 物 を作製する に 至 っ て い なく , 今後の 課

題で ある ｡
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F ig . 1 Y 2 0 3 前駆体溶液

室内乾燥の 結晶写真

F ig . 3 C u O 前駆体溶液

室 内乾燥の 結晶写真
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F ig .2 Y 2 0 3 前駆体溶液を

9 0 0 ℃ で , 1 時間焼成 したも の
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